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立身出世より天体観測を優先
麻 田 剛 立

日本で最初の武器商人
今 井 宗 久

武装蜂起した元奉行所与力

古代大和朝廷のキングメーカー
大 伴 金 村

大塩平八郎

利益（りやく）の大事を説く
行 　 基
大名を捨て信仰に生きた戦国武将
高 山 右 近

銅製錬で大坂発展の礎を築く
住 友 友 以
悲恋物語で人々の心をとらえ続ける名作家
近松門左衛門
家康を震撼させ、豊臣家に殉じた智将
真 田 幸 村
儒教と千文字を伝えた伝説の渡来人
王 　 仁

執筆陣（50音順）

ホームページアドレス  http://www.osaka21.or.jp/bunka.html

関西・大阪21世紀協会ホームページ佐々木洋三講師

宇澤俊記
一般社団法人心学明誠舎 
理事
大阪府出身。1971年朝日
新聞社入社。大阪本社社
会部、徳島支局長等を経て
2001～12年全関西ケー
ブルテレビジョン社長。編著
『阿波おどりの世界』など。

江並一嘉
NPO法人奈良21世紀フ
ォーラム 専務理事
大阪府出身。1957年近畿
日本鉄道入社、1999年中
部近鉄百貨店社長（2002
年退社）。08年より現職。
大阪ユニセフ協会理事等
兼務。

木下昌樹
作家、フリーライター
奈良県出身。2002年フリ
ーライターとして活動を開
始。12年『宇喜多の捨て
嫁』でオール讀物新人賞受
賞。第152回直木賞候補。

中田紀子
エッセイスト、大学講師
奈良県出身。NHKラジオ
第１放送早朝番組（全国
ネット）の奈良県リポーター
を務めて19年。著書『奈良
大和の峠物語』『大阪の祭
（共著）』等。

橋山英二
一般社団法人映像通信 
代表理事
福岡県出身。1961年NHK
入社。ドキュメンタリー番組
の撮影を担当。1998年ト
ータルビジョン関西社長。
2009年より現職。

長谷川俊彦
関西・大阪21世紀協会 
アドバイザー
三重県出身。1967年近畿日本
鉄道入社。72年近鉄百貨店に
転籍、同社専務取締役を経て
2008年退任。13年から奈良
21世紀フォーラムで『企業人列
伝』シリーズ刊行業務に従事。

堀井良殷
関西・大阪21世紀協会 
理事長
奈良県出身。1958年NHK
入社、ドキュメンタリー番組
制作を担当。ニューヨーク
特派員、大阪放送局長等
歴任。2001年より現職。

山田節子
一般社団法人心学明誠舎 
事務局次長
大阪府出身。高齢者の活
動を支援するヒューマン・
スマート(株)部長として、
大阪の文化の継承事業も
支援。2004年より現職。

和田誠一郎
弁護士
大阪府出身。調停委員、司
法委員、大阪大学非常勤
講師等を歴任。関西経済同
友会幹事、坂田記念ジャー
ナリズム振興財団評議員
等兼務。

佐々木洋三（ささきひろみ）
1981年サントリー株式会社入社、マーケティング部門や経営企
画部、社長室などを経て、現在、同社秘書室より当協会に出向。
「’17食博覧会・大阪」総合監修、関西元気文化圏推進協議会
幹事、平成OSAKA天の川伝説実行委員会副委員長などの他、
株式会社シマノの釣りインストラクターを務め、マダイ・ラバージキ
ング（疑似餌釣法）の第一人者でもある。

NEWS RELEASE

　古代から近世にかけて、「なにわ大坂」をつくってきた100人を選抜。
9人の執筆陣が、ゆかりの人々へのヒヤリングや現地取材を通して、歴史を動かした傑人たちの知られざる一面に迫ります。
今秋より、当協会ホームページで順次公開してまいります。

天皇・武将・豪商・学者から伝説上の人物まで
「なにわ大坂」をつくった傑出の100人を選抜

今秋、協会ホームページでスタート ！　真鯛をルアー（疑似餌）で釣る方法を、シマノインストラクターで当協会専務理事
の佐々木洋三が、今夏開催のDOORSで伝授した。
　DOORSは2007年にはじまり、今年9年目。「文化は人がつくる」をコンセプトに、
市民からの公募によるワークショップを毎年開催し、「人や文化との新たな出会いの
扉（DOOR）を開こう」と呼びかけている。1講座（90分）1コイン（500円）という手
軽さが好評で、他府県からの参加者も多い。今年はアート・クラフトや音楽、演技、
ダンス、能楽など、99講座の体験型ワークショップが開講。8月12日から18日まで、
7日間で延べ1,511人が参加した。
　8月15日に実施された「自作ルアーでマダイを釣ろう!! 」には、親子連れなど16人
が参加。佐々木講師が案内人を務める「新しいおとなのオフタイム（提供：シマノ・
当協会ホームページで動画配信中）」に出演しているレポーターの仲みゆきさんも駆
けつけた。
　冒頭、佐々木講師は、関西の釣りの歴史や日本近海の魚種について解説。約
3800種の魚種のうち、「～ダイ」と呼ばれる魚が300種類以上あることや、「鯛」は
魚の名前としては日本でもっとも古いこと、鯛のルアー釣りが生まれた歴史的背景、
鯛のおいしい時期など、興味深い話を紹介した。さらに、「新しいおとなのオフタイム
（徳島県鳴門市・後編）」のVTRで実際のルアーによる鯛釣りを紹介すると、参加
者は身を乗り出してそれを見つめた。
　この日作るルアーは「鯛ラバ（ラバージギング）」と呼ばれるもので、元々は佐賀ノ
関の漁師が考案した漁具。雑食性の鯛がヒラヒラと動くものに食いついてくる習
性を利用した疑似餌で、一見、祭り飾りのようなカラフルな姿をしている。参加者は、
佐々木講師が用意した材料を使って、自作の鯛ラバ作りに挑戦した。
　まず、針に糸を結ぶ方法を教わった参加者は、鯛をおびき寄せるシリコンラバー
製の「ネクタイ」と呼ばれる疑似餌をカッティング。それをオモリや針、ネクタイ周り飾
りと組み合わせ、1時間ほどで完成させた。作業の途中、参加者からは、「ネクタイっ
てどんな役割をするの？」「鯛が好む色ってあるの？」などの質問が出された。
　小学6年生の子どもと親子で参加した女性（大阪市）は、「いつもは南港でサビ
キ釣りをしているが、一度は鯛を釣ってみたくて参加した。鯛ラバだと餌をつけなくて
いいから手が汚れなくてうれしい」と話した。男の子は「針に糸を結ぶところがちょっと
難しかったけど、上手くできたと思う。早速、鯛釣りに挑戦したい」と目を輝かせた。

ワークショップフェスティバル・DOORS 9th
IWF実行委員会（関西・大阪21世紀協会、LLPアートサポート
［大阪市立芸術創造館 指定管理者］）が主催し、2015年8月
12～18日の7日間、メビック扇町、旭区民センター、大阪市立芸
術創造館にて開催された。

足跡を訪ねて
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「自作ルアーでマダイを釣ろう!!」
2015年8月15日／旭区民センター

ワークショップフェスティバル・DOORS 9th
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